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奈 良

こ 

１ 区 
《部内資料》 

２
０
２
４
年
は
能
登
地
震
に
始
ま
っ
た
。 

被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の
お
見
舞
い
と
共
に
、

災
害
救
助
と
、
被
災
者
支
援
、
被
災
地
の
生

活
・
生
業
の
再
建
と
復
興
支
援
の
手
は
十
分

に
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
府

の
対
応
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
戦
争
す
る
国
づ
く
り
よ
り
も
災
害
に
備

え
る
態
勢
づ
く
り(

原
発
廃
絶
は
必
須
！)

を
、
軍
事
優
先
の
態
勢
づ
く
り
よ
り
も
人
々

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
態
勢
と
施
策

を
、
人
々
の
命
と
く
ら
し
こ
そ
が
公
共
な
の

だ
、と
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。 

昨
年
１
年
間
を
通
じ
て
、
大
軍
拡
・
戦
争

す
る
国
づ
く
り
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
①
琉

球
弧
諸
島
を
最
前
線
と
し
た
敵
地
攻
撃
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
要
塞
化
。
②
港
湾
・
空
港
の
軍

用
の
た
め
の
拡
張
整
備
や
軍
需
産
業
の
育
成

政
策
と
軍
産
学
協
同
の
推
進
。
③
「
戦
う
覚

悟
」
を
煽
り
な
が
ら
基
礎
自
治
体
と
メ
デ
ィ

ア
の
協
力
動
員
を
テ
コ
と
し
た
兵
員
確
保
と

住
民
協
力
の
組
織
化
等
々
と
、
社
会
の
軍
事

化
を
進
行
さ
せ
る
。
（
奈
良
の
北
８
ｋ
ｍ
の
祝

園
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
弾
薬
庫
建
設
と
自
治
体

に
よ
る
若
者
の
個
人
情
報
の
自
衛
隊
へ
の
提

供
は
そ
の
両
輪
を
な
す
問
題
だ
！
） 

そ
の
対
極
で
は
命
と
暮
ら
し
に
関
わ
る
公

共

ー
社
会
的
共
有
財
が
削
減
さ
れ
解
体

さ
れ
て
い
く
。 

奈
良
で
も
小
学
校
の
統
廃
合
、
公
立
幼
稚

園
の
廃
園
、
保
育
園
の
民
営
化
、
障
碍
者
施

設
の
廃
止
、
防
止
さ
れ
た
が
公
民
館
の
廃
止

や
自
己
水
源
を
削
減
す
る
県
域
水
道
一
体

化
、
地
域
公
共
交
通
の
削
減
等
々
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
。 

そ
し
て
社
会
保
障
が
削
減
さ
れ
、
保
険
料

や
自
己
負
担
割
合
が
増
大
し
、
物
価
高
が
襲

い
掛
か
る
。
一
言
で
い
え
ば
、
命
と
暮
ら
し
に

関
わ
る
公
共
が
解
体
さ
れ
軍
事
中
軸
の
安

保
関
連
と
Ｉ
Ｔ
駆
使
の
情
報
一
元
管
理
が
公

共
の
主
軸
と
な
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
自
治
体
を

衰
弱
さ
せ
、
中
央
権
力
の
下
請
け
機
関
化

し
、
自
治
を
奪
い
去
っ
て
い
く
。
こ
れ
を
ど
う

逆
転
さ
せ
る
か･･･

。 

戦
争
へ
の
道
は
未
来
を
閉
ざ
し
、
憎
悪
感

情
と
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
を
生
む
。
社
会
の
軍
事

化
は
社
会
の
息
苦
し
さ
を
増
し
、
閉
塞
感
を

生
む
。 

私
た
ち
が
求
め
る
の
は
愛
と
希
望
に
満
ち

る
社
会
だ
。
平
和
・
共
生
・
自
治
の
地
域
こ

そ
、愛
と
希
望
を
生
む
土
台
と
な
る
。 

そ
の
た
め
に
、
ケ
ア
＝
医
療
や
介
護
・
子
育

て
・
教
育
と
い
っ
た
対
人
サ
ー
ビ
ス
を
重
視

し
、
ケ
ア
労
働
や
農
業
や
中
小
企
業
な
ど
社

会
的
必
要
性
を
重
視
し
、
地
域
資
源
を
活
か

し
た
地
域
循
環
型
経
済
や
、
公
共
財
を
自
治

体
と
住
民
参
加
・
協
同
の
連
携
で
守
り
、
民

主
的
に
管
理
し
、活
か
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
な
る
。平
和
の
た
め
に
、
公
共
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
を
！ 

そ
れ
こ
そ
が
自
公
や
維
新･

前
原･

小
池
が

画
策
す
る
茶
番
と
対
峙
す
る
市
民
と
野
党

の
共
闘
の
土
台
と
な
る
だ
ろ
う
。
国
政
を
抜

本
的
に
転
換
す
る
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
！ 

 

 

奈
良
１
区
市
民
連
合 

共
同
代
表 

 

八
木 

健
彦 

 奈
良
１
区
市
民
連
合
に
結
集
す
る
皆
さ
ん
へ
の
年
頭
の
挨
拶  

戦
争
へ
の
道
＝
大
軍
拡
と
社
会
の
軍
事
化
で
は
な
く
、
愛
と
希
望
に
満
ち
る
社
会
へ
！ 

い
の
ち
と
く
ら
し
を
軸
に
し
た
公
共
の
再
生
を
！ 

平
和
・
共
生
・
自
治
の
地
域
を
！ 
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生
駒
駅
前
で 

タ
ウ
ン
ト
ー
ク 

１２

月
２３

日
、
初
め
て
生
駒
駅
前
で
タ

ウ
ン
ト
ー
ク
を
行
い
、
６
名
が
ト
ー
ク
。
要

旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

 ●
溝
川
悠
介
さ
ん 

「
汚
染
水
の
海
洋
放
出
、
薄
め
た
の
で
大

丈
夫
だ
と
世
界
初
の
暴
挙
。
６
８
８
種
の

核
種
の
う
ち
６２

種
し
か
除
去
で
き
ず
、
ヨ

ウ
素
１
２
９
な
ど
は
１
５
７
万
年
放
射
性

物
質
を
出
し
続
け
る
。“
止
め
る
、
冷
や
す
、

ナ
の
状
況
、
国
連
を
動
か
す
た
め
に
署
名

を
作
成
し
、
６
６
８
１
筆
集
め
、
東
京
の
国

連
広
報
セ
ン
タ
ー
に
行
き
提
出
。
日
本
の

核
禁
条
約
へ
の
加
盟
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
ロ
シ
ア
の
核
使
用
の
歯
止
め
に
な
る
」 

●
西
文
子
さ
ん 

「
日
本
も
戦
争
へ
の
道
、
き
な
臭
い
。
戦
争

を
体
験
し
た
世
代
、
命
に
か
け
て
語
り
継

い
で
い
き
た
い
。
日
本
こ
そ
平
和
憲
法
を

守
っ
て
世
界
に
訴
え
を
」 

●
石
川
直
太
さ
ん 

「
原
発
回
帰
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
原
子
力
市

民
委
員
会
も
、
気
候
変
動
対
策
に
な
ら
ず
、

国
民
負
担
が
増
す
だ
け
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
に
も
繋
が
ら
な
い
と
し
て
い

る
」 

閉
じ
込
め
る
”
の
安
全

３
原
則
こ
そ
廃
炉
へ

の
道
」 

●
星
野
智
さ
ん 

「
ガ
ザ
や
ウ
ク
ラ
イ

 

 

 

 

若者たちが 
希望の持てる未来を  

成人の日宣伝 
 

１６人が参加し、「私の個人情報を守

って」と書かれたティッシュを３００弱

配布しました。 

晴着が行き交う中、「ご成人おめでと

うございます」とともに、「皆さんの個人

情報が自衛隊に勝手に流れています」と

の呼びかけも行いながら配布し、中には

積極的に受け取ってくれる成人も。 

シール投票に２人の若者が参加して

くれました。 

《奈良１区市民連合》 

第 28回タウントーク 
のお知らせ 

●日時：2 月２4 日（土） 
１１時～１２時  

●場所：大和西大寺駅コンコース 

「市民と野党の共闘で政権交代を！ 

私たちが自民党政治を終わらせよう！」 

生駒駅のコンコ
ースで 30 数人
が参加して宣伝
しました。 

 

「私の個人情報を守って！」 
奈良市民の会からのお知らせ  

  

《署名の取組》 
署名は、１月１７日現在、1479筆（ネット署名 41筆）

集まっています。 

 １月末を第１次集約とします。3000筆の目標で引き続

き行います。 
 

《今後の取組》 
  〇幅広い賛同団体のアピールを作ります。     

  〇市役所前集会を市議会代表質問の日に行います。 

  〇３月議会に向けて議員への要請を行います。 
 

《シール投票の当面の日程》 
 ●１月２４日（水）４時～５時、富雄駅  

【主催】奈良市民の会、富雄・帝塚山地域交流会 

 ●２月１日（木）４時～５時、西大寺駅コンコース  

【主催】奈良市民の会 

 ●２月９日（金）３時～４時、高の原駅前  

【主催】平城ニュータウン九条の会 

 ●２月１９日（月）４時～、西大寺コンコース  

【主催】奈良市革新懇、奈良市民の会 

●
山
岡
由
紀
さ
ん 

「
平
群
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
考
え
る

会
。
業
者
の
儲
け
を
優
先
し
、
安
全

対
策
無
視
の
建
設
に
対
し
、
県
と
業

者
を
相
手
取
っ
て
裁
判
を
起
こ
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
支
援
を
」 

●
水
谷
祐
一
さ
ん 

「
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
援
す
る
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
や
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
な
ど

へ
不
買
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。“
戦

争
や
め
ろ
”
の
声
を
」 

 
 
 

＊
＊
＊ 

３０

数
人
が
参
加
し
、
約
４
０
０
枚

の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し
た
。 

 私たち市民は沈黙しない！ 声を上げ続ける！ 
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 第１回地域交流連絡会の報告 
 
１２月１１日、なら市民の家で奈良1区市民連 

合「第１回地域交流連絡会」を行いました。 

八木共同代表の挨拶、佐川共同代表の基調 

報告を受けて交流が行われました。参加者は１

５人で、参加地域は５地域交流会でした。地域

交流会の活動、地域の要求実現について、組織

体制をどうするのかなど活動する中で得た教

訓、疑問などが出されました。 
 

今後について 
 
・「地域交流会」が「国政レベルでの問題に対し

て地域からの運動の拠点」になっている。地

域における要求実現の活動を広げる役割も

担っている。地域の人たちへどう広げていくの

か、組織など運営をどうしていくのかが課題と

して出されました。 

・奈良１区市民連合に対しては「野党共闘の実

現に向かってほしい。政党に必要だと認めさ

せる事が大事」との要望も出されました。 

 

 

 

 

《奈良１区市民連合主催》冨田宏治さん講演会＆ 

市民と野党の共闘で政権交代を! キックオフ集会 

みんな

で 力

あ わ

せ て

が ん

ば り

ま し

ょ

う！ 

 

 

１
月
１４

日
、
奈
良
１
区
市
民
連
合
主
催

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権
交
代

を
！
」
の
キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
を
中
部
公
民

館
で
開
催
し
、
１
０
０
名
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

冨
田
さ
ん
の
講
演
要
旨 

 
集
会
の
前
半
で
冨
田
宏
治
さ
ん
が
講

演
。

ー
自
民
党
裏
金
事
件
は
ア
ベ
政
治

の
終
焉
の
始
ま
り
。
警
戒
す
べ
き
は
、
維

新
、
前
原
氏
、
小
池
氏
に
よ
る
新
た
な
“
希

望
の
党
”
の
動
き
。
維
新
は
議
論
と
議
会
を

否
定
し
、
本
当
の
こ
と
は
言
わ
な
い
“
ポ
ス

ト
真
実
”
。
市
民
を
分
断
、
組
織
化
、
固
定

化
す
る
。
維
新
支
持
層
は
中
堅
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
“
勝
ち
組
”。
貧
困
層
、
病
人
、
高

齢
者
へ
の
敵
意
と
憎
悪
を
煽
り
、
組
織
す

る
。
約
３
０
０
人
の
議
員
に
１
日
６
０
０

本
電
話
な
ど
の
ノ
ル
マ
を
課
し
、
き
っ
ち

り
票
固
め
を
し
、
投
票
率
が
減
っ
て
も
維

新
票
は
減
ら
な
い
“
モ
ン
ス
タ
ー
的
集
票

マ
シ
ン
”
を
作
り
上
げ
て
い
る
。 

対
峙
す
る
に
は
、
１
対
１
の
構
図
を
作
り
、

徹
底
し
た
対
話
を
す
る
こ
と
。
万
博
は
維
新

の
ア
キ
レ
ス
腱
。
能
登
半
島
地
震
が
起
こ
っ

た
今
、
万
博
よ
り
も
復
興
を
、
公
共
削
減
で
は

な
く
、
公
共
こ
そ
重
要
と
訴
え
て
い
く
。 

市
民
連
合
と
５
党
派
が
５
項
目
で
合
意

し
、
野
党
共
闘
が
ス
タ
ー
ト
。
憲
法
の
精
神
を

訴
え
、
生
活
に
追
わ
れ
、
投
票
に
行
く
余
裕
の

な
い
人
た
ち
に
寄
り
添
う
よ
う
な
役
割
を
担

っ
て
い
く
こ
と
が
大
事―

と
述
べ
ま
し
た
。 

質
問
に
対
し
て
、
吉
本
興
業
と
の
関
係
で

は
カ
ジ
ノ
利
権
が
あ
る
。
維
新
は
「
身
を
切
る

改
革
」
と
言
い
な
が
ら
“
民
”
の
と
こ
ろ
で
ズ

ブ
ズ
ブ
の
利
権
政
治
を
や
る
。
政
治
と
カ
ネ

の
問
題
で
は
、
こ
こ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
が
大
事

ー
な
ど
補
足
し
ま
し
た
。 

キ
ッ
ク
オ
フ
集
会
で
は
、「
市
民
と
野
党
の

共
闘
」
へ
の
思
い
を
５
名
の
方
が
発
言
し
、
参

加
者
全
員
で
「
市
民
と
野
党
の
共
闘
で
政
権

交
代
を
！
」
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

感想文から 
 
◆維新が議席を拡大していく勢いに疑問 
がありましたが、今日の先生の話を聞い 
て理解できました。議員が議会活動せず 
支持拡大に奔走している実態を知り、ガ 
クゼンとしました。日頃からの対話行動 
で信頼と支持を得ることがいかに大事 
か、そして選挙に行ってもらえるようは 
たらきかけることが大切。早く野党統一 
候補が決まり選挙活動できることを熱望 
しています。 
◆維新の会に勝つためには我々が負けな 
いように対話しなければいけないのと、 
格差社会の中で弱者に寄り添う運動を行 
わないといけないと思いました。 

 

 

▲集会の最後に緊急アピ
ールを確認しました。 
 
講演する冨田宏治さん。 

〝
３
・

10
原
発
ゼ
ロ
・

被
災
者
支
援 

奈
良
の
つ
ど
い〟
に
向
け
て 

福
島
原
発
事
故
か
ら
や
が
て
１３

年
、
い
ま
だ
２
万
７
千
人
も
の
人
が

故
郷
に
戻
れ
ず
、
多
く
の
若
者
は
甲

状
腺
が
ん
発
症
に
怯
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
政
府
は
、
こ
れ
ま
で

の
原
発
政
策
を
１
８
０
度
転
換
し
、

「
原
発
依
存
社
会
」
へ
の
回
帰
を
決

め
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋

放
出
を
強
行
し
て
い
ま
す
。 

本
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島
大
地

震
。
こ
の
大
地
震
の
震
源
地
近
く
で

は
、
か
つ
て
珠
洲
原
発
の
建
設
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
同
原
発
が
建
設
さ

れ
、
志
賀
原
発
や
柏
崎
・
刈
羽
原
発

が
稼
働
中
で
あ
っ
た
な
ら
、
今
回
の

地
震
で
、
大
惨
事
に
至
っ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

原
発
ゼ
ロ
・
被
災
者
支
援
奈
良

の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
（
共
同
代

表
：
松
本
俊
一
・
堀
田
美
恵
子
）
は
、

本
年
も
“
３
・
１０

原
発
ゼ
ロ
・
被

災
者
支
援
奈
良
の
つ
ど
い
”
（
３

月
１０

日
１２

時
３０

分
～
Ｊ
Ｒ
奈

良
駅
前
広
場
）
を
開
催
し
ま
す
。
う

た
ご
え
コ
ン
サ
ー
ト
、
模
擬
店
、
守

田
敏
也
ミ
ニ
講
演
な
ど
ご
期
待
く

だ
さ
い
。 

い
ま
こ
そ
能
登
半
島
地
震
を
踏

ま
え
て
、「
全
て
の
原
発
、
た
だ
ち

に
廃
炉
！
」
の
声
を
挙
げ
、
本
年
を

「
原
発
ゼ
ロ
」
の
始
ま
り
の
年
に

し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

原
発
ゼ
ロ
・
被
災
者
支
援 

奈
良
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会 

事
務
局 

溝
川 

悠
介 

１月１４日のキックオフ集会の会場で、能登半島地震被災者
支援カンパが 16,650円寄せられたことをご報告致します。 
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《奈良１区市民連合》 
学園前・あやめ池・西大寺・平城 ● 【１月２７日】２時～西部公民館６

階第２研修室で寮美千子さん朗読「いくさの少年期」紙芝居上演。２６名が参

加。参加者から大阪空襲の話やシベリア抑留の体験、野戦病院の悲惨さなど

戦争体験が語られ、「戦争は絶対あかん」と誓い合う集まりになりました。 

高の原・佐保台どんぐり ●【１月２１日】１時～４時、祝園西１丁目集会所
で「祝園弾薬庫見学ツアー」。京都・大阪・宇治・祝園、奈良（２９名）から６７名

が参加。現地の信田さん、坪井さんから祝園弾薬庫強靭化について説明、その 

後、弾薬庫の周囲を車に分乗して２５台のデモンストレーション。「京都・祝園ミ

サイル弾薬庫問題を考える住民ネットワーク準備会」の設立について幅広く呼

び掛けていく事を確認。【２月５日】高の原駅前団地集会所 「祝園弾薬庫ツア

ーの報告、チラシ作成、総合福祉センターについて、衆議院選挙について」等交

の  域  交  流  会  報

告 

   告  地 

ボランティアポスティングのお願い 
 
今年の秋に定形郵便が８４円から１１０円に値上げになると 

報道されています。 

奈良１区市民連合は７００通のニュースをお届けしています。 

これまでも２７名の配布をボランティアの方にお願いしてお届 

けしています。学園前大和町、学園朝日町、川上町方面が郵送

となっています。御協力いただける方は下記までご連絡下さい。 

●連絡先：佐川愛子  
携帯電話  090-9885-9756  
メールアドレス： nara1shiminrengo@gmail.com 

  会費納入がまだの方はよろしくお願いします。 

 

流。 

あいあいおしゃべり会 ●【１２月８日】登美ヶ丘
９条の会石田修一さんを囲んでウクライナ問題につい

て交流。【２月 9日】１時半～３時半 おしゃべり談話。  

富雄・帝塚山 ●【１２月６日】１時半～富雄公民館
で「私の個人情報を守って！」署名について。４時から

富雄駅前でシール投票。【１月２４日】１時半～冨田宏

治さんビデオ視聴。４時～富雄駅でシール投票。 

佐保・若草 ●【１月２３日】奈良市の令和８年佐保幼
稚園廃園方針について、撤回を求める保護者の訴え

を聞き、署名などの支援について話し合う。祝園弾薬

庫見学の感想、冨田宏治さん講演会の感想などを交

換。次回２月２０日（火）１０時市民の家。 

 

 

 

 

 

高の原・佐保台どんぐりの会 

学園前・あやめ池・西大寺・平城地域交流会 

祝園分屯地に大型弾薬庫 8 棟新設方針  
― 弾薬が爆発すれば南は天理市までが避難地域に 

京
都
・

奈
良
が
戦
場
に
な
る
危
険
性
高
ま
る 

 2024年度予算案に 
整備費 102億円 

京都府南部の精華町・祝園の

郊外には、旧日本軍の侵略戦争

の弾薬補給地で当時「東洋一の

弾薬庫」と呼ばれた〝祝園弾薬

庫〟が今もあり、現在は陸上自衛

隊祝園分屯地として第３０３弾薬

中隊などが駐屯しています。この

祝園分屯地に、火薬庫８棟、整

備場、倉庫等の新設にかかわる

経費等約１０２億円が２０２４年

度予算案に計上され、２０２４年

度に設計と造成に着手する予定

であることが明らかになりまし

た。 

政府は「安保３文書」に基づ

き、敵基地攻撃能力の保有や

「継戦能力」の確保・維持のため

に弾薬庫を増設する方針です。 

その弾薬庫に南方最前線（沖

縄諸島）の後方支援をする長距

離ミサイルを保管・貯蔵するわけ

です。 

〝祝園弾薬庫〟への長距離ミ

サイル配備は「対中国」の戦争

に備えたものであり、一触即発

の危険性があります。弾薬庫は

攻撃対象となるため、弾薬庫の

周辺は戦場となる恐れが高まっ

ています。 

２０１７年にウクライナで弾薬

庫が爆発した際には 、周囲

20km の住民が避難したといわ

れます。“祝園弾薬庫”から周囲

20km といえば、北は京都市南

部、南は天理市、東は笠置町、西

は吹田市の範囲です。 

ミサイル配備問題は私たちの

身近な問題であるのです。 

１月２１日、「祝園弾薬庫ツアー」が行

われ、午前中の雨模様にもかかわらず、

地元京都をはじめ近畿各府県から６７人

が精華町にある祝園分屯地に参集。奈

良からも２９人が参加しました。祝園分屯

地の中には入ることはできませんでした

が、近くの祝園西一丁目集会所で祝園

弾薬庫問題の学習会が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

祝園弾薬庫ツアー 
 

 

 

 

 

 

 

 


